







































欧州、iセノレン研究所のLHC加速器 (LargeHadron Collider)は， 2011年は重心系エネルギー
7TeVう2012年は8TeVでの陽子揚子衝突を行い，現在は2015年4月からの設計エネノレギー
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粒子と矛盾しないことを示した。この"発見刊の段階では，ヒッグス粒子が 2つの光子， 2 















































































るが， 125 GeV j♂の標準模型ヒッグスと矛盾しない超過が得られた。この解j析では背景事
象をより精密に理解し BDT(= Boosted Decision Tree) などの統計手法を駆使している。




チャンネルと併せて，標準模型が予言する生成に対して観測された事象数の比 (μ) を図 4















図6は， zz終状態を用いてヒッグス粒子のスピンーパリティ0+と対照のために Oー に対す
-26-





o 0.5 1 1.5 2 












長=7 TeV JLdt = 4.6-4.8 fb" 
ys = 8 TeV JLdt = 20.3釘 1
Parameter value 

































? ? ? ? ? ? ???????????
H→γY 
vs = 8TeV JLdt = 20.7 fbぺ
H→ZZ'→41 
長=7 TeV JLd! = 4.6め・1
vs = 8 TeV JLdt = 20.7め可
母 Data
.， CLs expected 
assuming J P = 0+ 
留:t1σ
H→W.JV*→ evμv/μvev 
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BDT output 
ヰ、
図6:ZZ終状態で 0+と 0ー に対する BDT
値の分布。 BDTに用いた運動学量の内，特
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¥5 = 7 TeV， fLdt = 4.6-4.8 fb'l 
¥5 = 8 TI州 fLdt = 20.3 fb・1
h→yy， h→ZZ*→41， h→WW*→Ivlv， 
h→Tt， h→bb ， Zh→II+E~'SS 
堅翠劉 DAMAlLlBRA{99.7% Cし)
躍韓額 CRESST(95% CL) 
t / ? .1CDMS (95% CL) 
麗聾盤壁 CoGeNT(90% CL) 
一一 XεNON10(90% CL) 
一一 XENON100(90% CL) 
• LUX (95% CL) 
10 
ATLAS (95% CL) in 
Higgs poはalmodel: 






断面積の上限 (95%CL)o 3本の曲線は仮定した 3つの WIMPタイプについての上限値で斜
線部は核子の形状因子の不定性に対応する。
し，陽子線と中性子線を実際に照射し，日L-LHCの高放射線線量(ストリップ型で 1X 1015 













れている放射線耐性に優れた n電極読み出し n基板 (11七in-n)に匹敵する放射線耐性が期待
できる。実際に 1016/C1112に及ぶ照射量を与え，ピクセルセンサーの応答をテストビームで
評価している。図 11は1ピクセル (50μmx 250μm)の領域に渡って検出効率を評価した
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IZl 9:通過する 3線で評価した収集電荷量(未
照射とのよヒ)の電圧依存性。サンフ。ルは AT- 図 10: 照射したミニセンサ一階電流のバイ
LA812Nl。異なるデータは陽子照射量の違い アス電圧依存性。照射量は中性子数換算で











検出器である。我々は 2005年以来 Lapisセミコンダクタ一社の 0.20μ11180Iプロセスを用
いて KEKの先端検出器開発室と共同で、開発研究を行っている。
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12月の「国際リニアコライダー (1LC)計画j の技術設計書の最終稿の完成と 2013年6月の
公開，および， 2013年9月の国内サイト最終候補地の選定などを経て， 1LC計画は大きな
進展を迎えた。計画では，その第一期において，重心系エネルギー 250GeVからスタート



































Comparison of RC_scaled 
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(c) Nb/AI-ST J Pulse height dist. 
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図 18:(a) HιSTJ試作サンフ。ルで、の可視光入射に対する I-Vカーブの応答。可視光入射
時にトンネル電流増加を確認。 (b)J unction size 4μ1112のNbjAl-STJへ可視光(波長 465
nm)のレーザ光ノミルスを照射したときの STJ南端電圧の変化。温度は，約1.8Ko STJで
の検出光子数は，約 0.45j光パルス相当。 (c)NbjAl-STJ (4μm2)へレーザ光ノミルス(波長
465 nn1)を2パルス照射した時の STJ応答ノミルスを時間積分した量の分布。平均検出光子
数人~ニ 093Z;i?を得た。 (d)S01上に形成された 50x 50μm2 NbjAl-STJo (e) S01上







我々 は， 2007年 1月より KEK測定器開発室のプログラムのーっとして筑波大学， KEK， 
理研の共同研究によって， HιSTJ開発を進めてきた。これまで， Hf成膜， Hf膜のパターン









そこで，分光は回折格子を用い NbjAl-STJのピクセルをアレイ状に並べ，各 NbjAl-STJ 
ピクセルは，一光子計数のみを行わせることによってエネルギースペクトラム測定を行う。
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したがって， Nb/ Al-STJに対する要求は， 25 111eV (波長 50μrn)の一光子を検出すること
であるが，現在は読み出し系のテストとして，目標よりもエネルギーの高い，可視域，近赤
外域の微弱光一光子検出を自指している(図 18(b)(c))。
Nb/ Al-STJ極低ノイズ読み出し系として，極低温で動作する SOI(Silico11 011 l11sulator) 
プロセスによるアンプおよび， SOI上に直接 STJを形成する SOI-STJの開発も行ってい







民 19:燃料格納プーノレ周辺の μ粒子事象 図 20: 観測された原子炉建屋内部のイ
数分布のシミュレーションとの比較。シ メージ図全体。濃い領域は物質量が多い
ミュレーションでは燃料集合体の厚さを ために μ粒子が吸収あるいは散乱され通
0， 4， 8 rnの3段階で示しているが，幅 過 μ粒子数が少ないことを示す。青緑の




ら準備を始めたものである。 2012年 3月には 1111x1 11の有感面積をもっシンチレータ面




炉心から 6411離れた位置で測定を行い， 2012年 7月末までは核燃料が装填される位置













さらに2013年 7月から 2013年 12月までの後半期においてはp もう一台の検出器セット




















17ぅ290千円(直接経費 13う300千円，間接経費 3う990千円) (2013年度)
2.科学研究費 基盤研究 (C)1ハド、ロン衝突における重いクオーク生成の研究J 2013 
-2015年度，研究代表者:受)I1史彦
2、080千円(直接経費 1，600千円，間接経費 480千円) (2013年度)
3.科学研究費 基盤研究 (C)1アトラス実験でのヒッグス湯川結合の測定J2013 -2015 
年度，研究代表者:原和彦
1ぅ950千円(直接経費 1ぅ500千円，間接経費 450千円) (2013年度)
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白書成員の異動〕
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